
平成２４年７月１０日

消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について

消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき報告のあった重大製品事

故について、以下のとおり公表します。

１．ガス機器・石油機器に関する事故 ４件

（うちガス栓（都市ガス用）１件、

屋外式（ＲＦ式）ガス給湯付ふろがま（都市ガス用）１件、

ガスコンビネーションレンジ（都市ガス用）１件、

ガス給湯付ふろがま（ＬＰガス用）１件）

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因が疑われる事故 ４件

（うち換気扇（天井用）１件、ウォーターサーバー１件、電気洗濯機１件、

電気こんろ１件）

３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、

製品起因か否かが特定できていない事故 ５件

（うち電気冷蔵庫１件、電子レンジ１件、電気カーペット１件、ＩＨ調理器１件、

脚立（三脚）（アルミニウム合金製）１件）

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故情報検討会及び第三者委

員会合同会議（※）において、審議を予定している案件

該当案件無し

１．～４．の詳細は別紙のとおりです。

※正式名称は「消費者庁製品事故情報検討会及び消費経済審議会製品安全部会製品

事故判定第三者委員会合同会議」という。

５．留意事項

これらは消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づく報告内容の概要で

あり、現時点において、調査等により事実関係が確認されたものではなく、事故原

因等に関し、消費者庁として評価を行ったものではありません。

（管理番号A201200256及びA201200262を除く。）

本公表内容については、速報段階のものであり、今後の追加情報、事故調査の進

展等により、変更又は削除される可能性があります。



６．特記事項

(1)松下精工株式会社（現 パナソニックエコシステムズ株式会社）が製造した換気扇

（天井用）について（管理番号A201200251）

①事故事象について

松下精工株式会社（現 パナソニックエコシステムズ株式会社）が製造した換気扇

（天井用）を使用中、当該製品及び周辺を焼損する火災が発生しました。当該事故の

原因は、現在、調査中です。

②当該製品のリコールについて

同社は、当該製品を含む対象機種（下記③）について、当該製品のモータユニット

部分の不具合により、発煙、出火に至るおそれがあることから、事故の再発防止を図

るため、昭和６１年９月２５日に新聞社告を掲載し、対象製品について無償改修を実

施しています。

③対象製品等：機種、製造期間、改修対象台数

機種 製造期間 改修対象台数

ＦＹ－２７Ｂ型

１９８１年６月～１９８２年９月 ２９，５６４台
ＦＹ－２７ＸＢ型

改修率 ８０．５％（平成２４年６月３０日現在）

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ事業者の行う無償改修を受けていない方は、速やかに下

記問合せ先まで御連絡ください。

（パナソニックエコシステムズ株式会社の問合せ先）

パナソニックお客様ご相談センター

電 話 番 号：０１２０－８７８－３６５

受 付 時 間：９時～２０時（年中無休。）

(2)ハイアールジャパンセールス株式会社が輸入した電気洗濯機について

（管理番号A201200256）

①事故事象について

ハイアールジャパンセールス株式会社が輸入した電気洗濯機を使用中、異臭ととも

に当該製品から発煙し、当該製品を焼損する火災が発生しました。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、当該製品のモーター用コンデンサの製造

工程において異物が混入していたため、使用中に徐々に絶縁劣化を起こし、出火に至

ったものと考えられます。

②再発防止策について

同社は、当該製品を含む対象機種（下記③）について事故の再発防止を図るため、

平成２２年１１月１２日から無償点検を実施し、必要に応じて部品の無償交換を実施

しています（三洋ハイアール株式会社（平成１９年３月解散）が輸入した電気洗濯機

も含まれます。）。



③対象製品等：型式名、改修対象台数、販売期間、対象製品の製造番号

型式名 改修対象 販売期間 対象製品の 確認

台 数 製造番号 方法

ＪＷ－Ｚ２０Ａ 12,600台 2002年4月～2005年10月

ＢＷ－Ｚ２０Ａ 4,320台 2002年4月～2003年3月

ＢＷ－Ｚ２０Ｂ

ＪＷ－Ｚ２３Ａ 19,080台 2002年10月～2005年10月 全て対象

ＪＷ－Ｚ４５Ａ 16,480台 2003年1月～2004年7月

ＪＷ－Ｚ５０Ａ

ＪＷ－Ｚ５０Ｂ 42,628台 2003年11月～2005年11月

ＪＷ－Ｚ５０Ｃ ａ

ＪＷ－Ｚ５０Ｄ

ＪＷ－Ｋ３３Ａ 6,072台 2005年3月～2008年8月 E100001～E102484

F100001～F103036

G100001～G100552

ＪＷ－Ｋ５０Ｂ 10,080台 2005年3月～2008年8月 E100001～E100800

F100001～F109280

ＪＷ－Ｋ５０Ｃ 17,280台 2005年11月～2007年3月 E100001～E101440

F100001～F115840

ＨＳＷ－２３Ｍ１ 6,580台 2003年1月～2003年3月

ＨＳＷ－２３３Ｍ 2,160台 2003年1月～2004年5月

ＨＳＷ－５０Ｓ１ 40,719台 2002年5月～2003年8月 全て対象 ｂ

ＨＳＷ－５０Ｓ２ 54,720台 2003年5月～2005年12月

ＨＳＷ－５０Ｓ３ 82,887台 2004年10月～2006年5月

ＨＳＷ－５０Ｓ５ 13,800台 2006年5月～2007年2月 2200001～2213800 ｃ

合 計 ３２９,４０６台

改修率 ５．７％（平成２４年５月３０日現在）

対象製品の確認方法：

１）確認方法ａ（販売元がハイアールジャパンセールス株式会社の製品）

定格銘板で下記の型式及び製造番号を確認してください。



２）確認方法ｂ（販売元が三洋ハイアール株式会社の製品）

操作パネル上の製品品番又は定格銘板で型式を確認してください。

３）確認方法ｃ（販売元が三洋ハイアール株式会社の製品）

当該製品の背面もしくは側面の定格銘板で型式及び製造番号を確認してください。

④消費者への注意喚起

対象製品をお持ちで、まだ事業者の行う無償点検を受けていない方は、速やかに下

記問合せ先まで御連絡ください。

（ハイアールジャパンセールス株式会社の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－８６５－１２３

受 付 時 間：９時～１７時３０分（土・日・祝日を除く。）

ホームページ：http://www.haierjapan.com/support/index.html

(3)松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造した電気こんろについ

て（管理番号A201200262）

※（松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会社）製ミニキッチン「ＫＥ－

１２０ＥＣ」に組み込まれたもの）

①事故事象について

松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造した電気こんろの周辺

を焼損する火災が発生しました。

当該事故の原因は、現在、調査中ですが、身体等が当該製品のつまみに触れてスイ

ッチが入り、当該製品の上に置かれていた可燃物に引火したものと考えられます。

②再発防止策について

小型キッチン等に組み込まれた電気こんろ（つまみが飛び出しているもの）につい

ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故

が多発していることから、各事業者において、つまみ（スイッチ部）の無償改修を行

っています。



さらに、電気こんろメーカー及びキッチンユニットメーカー１３社は、平成１９年

６月２０日に「小形キッチンユニット用電気こんろ協議会」を設立し、再発防止のた

め、１００％改修を目指した「一口電気こんろ」の抜本的対策を、平成１９年７月３

日及び同年７月３１日に公表し、改修を進めています。

また、同様のスイッチ構造を持つ、当該製品を含む「上面操作一口電気こんろ」及

び「複数口電気こんろ」については、平成１９年８月１日に改修対象に加え、新聞社

告を掲載し、また、新聞折り込みチラシの配布を全国で展開する等改修を進めていま

す。

なお、製造事業者等が改修のためにダイレクトメールを届けたり直接訪問を行った

ものの、留守であったり、返信がなかったために改修が出来なかったものから火災事

故が発生したケースもあります。

※一口電気こんろ

改修対象台数 ５３０，４０１台（全社合計）

改修率 ９５．８％（平成２４年６月３０日現在）

※上面操作一口電気こんろ

改修対象台数 ６０，９６９台（全社合計）

改修率 ７２．６％（平成２４年６月３０日現在）

※複数口電気こんろ

改修対象台数 １４７，７００台（全社合計）

改修率 ６９．１％（平成２４年６月３０日現在）

③消費者への注意喚起

当該製品を含む電気こんろのつまみカバーのない製品について、火災事故が多発し

ています。当該電気こんろはつまみ部分にカバーがなく露出しており、身体や荷物が

触れてしまうと気がつかないうちに火災につながる恐れがあります。

消費者の皆様においては、電気こんろの上や周辺に可燃物を置くことを避けていた

だくとともに、電気こんろのつまみにカバーのない製品をお使いで、まだ製造事業者

等の行う改修を受けていない方は、速やかに下記問合せ先まで御連絡ください。

消費者の皆様及び当該製品を設置するアパート等を所有又は管理されている皆様に

おいては、製造事業者等が行う訪問改修に御協力いただくようお願いします。

（小形キッチンユニット用電気こんろ協議会の問合せ先）

電 話 番 号：０１２０－３５５－９１５

受 付 時 間：９時～１７時（土・日・祝日を除く。）

ホームページ：http://www.denki-konro.jp/

（パナソニック株式会社の問合せ先）※今回の製品に関する上記以外の問合せ先

電 話 番 号：０１２０－３９１－３９１



（本発表資料の問合せ先）

消費者庁消費者安全課

（製品事故情報担当） 担 当：大木、長井、川舩
かわふね

電 話：03-3507-9204（直通）

ＦＡＸ：03-3507-9290

（松下精工株式会社（現 パナソニックエコシステムズ株式会社）

が製造した換気扇（天井用）についての発表資料に関する問合せ先）

（ハイアールジャパンセールス株式会社が輸入した電気洗濯機につ

いての発表資料に関する問合せ先）

（松下電器産業株式会社（現 パナソニック株式会社）が製造した

電気こんろについての発表資料に関する問合せ先）

経済産業省商務流通グループ製品安全課製品事故対策室

担当：宮下、古田、長沼 電 話：03-3501-1707（直通）



■消費生活用製品の重大製品事故一覧 別　　　紙

１．ガス機器・石油機器に関する事故（製品起因か否かが特定できていない事故を含む）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201200255 平成24年6月29日 平成24年7月5日
ガス栓（都市ガス
用）

F111
株式会社藤井合金製
作所

火災

当該製品に接続したガスこんろを使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生した。
当該製品の不使用側（ガス機器に接続されて
いない側）のガス栓を誤開放した状況を含
め、現在、原因を調査中。

京都府

7月2日に経済
産業省原子力
安全・保安院
にて公表済事
故

A201200258 平成24年6月22日 平成24年7月6日
屋外式（RF式）ガス
給湯付ふろがま
（都市ガス用）

RUF-
A1610SAU(T)
（東京ガス株式
会社ブランド：型
式KG-
A816RFUF-R1)

株式会社ガスター（東
京ガス株式会社ブラ
ンド）

火災
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。当該製品から出火したのか、他の要因か
も含め、現在、原因を調査中。

東京都

A201200261 平成24年6月25日 平成24年7月6日
ガスコンビネーショ
ンレンジ（都市ガス
用）

GMO-S3700（株
式会社ハーマン
ブランド：型式
DR408E）

テガ三洋工業株式会
社（株式会社ハーマン
ブランド）

火災
当該製品を焼損し、周辺を汚損する火災が発
生した。現在、原因を調査中。

大阪府

A201200263 平成24年6月28日 平成24年7月6日
ガス給湯付ふろが
ま（LPガス用）

GJV-24T2
松下電器産業株式会
社（現　パナソニック
株式会社）

火災

当該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。当該製品のバーナー内部に異物等が堆
積していた状況を含め、現在、原因を調査
中。

京都府

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201200251 平成24年6月14日 平成24年7月5日 換気扇（天井用） FY-27B
松下精工株式会社
（現　パナソニックエコ
システムズ株式会社）

火災
当該製品を使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。現在、原因を調査
中。

沖縄県

昭和61年9月
25日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率　80.5％



２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故（続き）
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201200254 平成24年6月13日 平成24年7月5日
ウォーターサー
バー

YO-04L
株式会社ナック
（輸入事業者）

重傷1名

当該製品を使用中、温水コックが外れ、お湯
が吹き出し、幼児(2歳)が火傷を負った。当該
製品を設置する際に温水コックの締付が不足
していた状況を含め、現在、原因を調査中。

千葉県

A201200256 平成24年6月21日 平成24年7月6日 電気洗濯機 HSW-50S1
ハイアールジャパン
セールス株式会社
（輸入事業者）

火災

当該製品を使用中、異臭とともに当該製品か
ら発煙し、当該製品を焼損する火災が発生し
た。
事故原因は、現在、調査中であるが、当該製
品のモーター用コンデンサの製造工程におい
て異物が混入していたため、使用中に徐々に
絶縁劣化を起こし、出火に至ったものと考えら
れる。

群馬県

平成22年11月
12日からリコー
ルを実施（特記
事項を参照）
改修率　5.7％
6月28日に消
費者安全法の
重大事故等と
して公表済

A201200262 平成24年6月15日 平成24年7月6日 電気こんろ

NK-1102（松下
電器産業株式会
社（現　パナソ
ニック株式会社）
製ミニキッチン
「KE-120EC」に
組み込まれたも
の）

松下電器産業株式会
社（現　パナソニック
株式会社）

火災

当該製品の周辺を焼損する火災が発生した。
事故原因は、現在、調査中であるが、身体等
が当該製品のつまみに触れてスイッチが入
り、当該製品の上に置かれていた可燃物に引
火したものと考えられる。

千葉県

平成19年7月3
日から事業者
が共同してリ
コールを実施
（特記事項を参
照）
改修率　95.8％



３．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因か否かが特定できていない事故
管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201200252 平成24年4月29日 平成24年7月5日 電気冷蔵庫 火災
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生した。当該製品から出
火したのか、他の要因かも含め、現在、原因を調査中。

大阪府

事業者が事故を認
識したのは、6月25
日
5月18に公表した別
の電気冷蔵庫に関
する事故
（A201200127)と同一

A201200253 平成24年6月23日 平成24年7月5日 電子レンジ 火災
当該製品を使用中、当該製品を焼損する火災が発生した。事故
前から回転皿が回転しない不具合が発生し、使用を続けたこと
が要因となった可能性を含め、現在、原因を調査中。

愛知県
7月5日に消費者安
全法の重大事故等と
して公表済

A201200257 平成24年6月21日 平成24年7月6日 電気カーペット 火災
部屋を掃除中、掃除器具が当該製品の電源スイッチに当たり、
電源が入ったところ、当該製品から発煙し、当該製品を焼損する
火災が発生した。現在、原因を調査中。

群馬県
7月5日に消費者安
全法の重大事故等と
して公表済

A201200259 平成24年6月27日 平成24年7月6日 ＩＨ調理器 火災

当該製品で鍋に入れた天ぷら油を加熱し、その場を離れていた
ところ、天ぷら油から出火し、周辺を汚損した。当該製品専用の
天ぷら鍋以外の鍋を使用していた状況を含め、現在、原因を調
査中。

兵庫県

A201200260 平成24年5月25日 平成24年7月6日
脚立（三脚）（アルミ
ニウム合金製）

重傷1名
当該製品に乗って剪定作業中、背面支柱が折れて転倒し、負傷
した。当該製品の使用状況を含め、現在、原因を調査中。

千葉県
事業者が事故を認
識したのは、7月2日

４．製品起因による事故ではないと考えられ、今後、製品事故公表等調査会及び第三者委員会合同会議において審議を予定している案件

該当案件無し



ウォーターサーバー（管理番号 A201200254) 

 

 

 

 

電気洗濯機（管理番号 A201200256） 

 

 

 



http://www.denki-konro.jp/

http://www.sunwave.co.jp/

http://cleanup.jp/ http://www.sankyotateyama-al.co.jp/ http://www.takara-standard.co.jp/

http://www.toshiba.co.jp/tha/ http://www.housetec.co.jp/ http://panasonic.co.jp/

http://panasonic-denko.co.jp/ http://www.hitachi-ap.co.jp/ http://www.fjic.co.jp/

http://www.mitsubishielectric.co.jp/


